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（出所）60 歳 以 上 の 人 口 比 率 は CentralStatisticsOffice2011.




























き」によって財政が著しく圧迫されてしまうため、必要性が高いはずの高齢者向けの政策に十分な予算が振り向けられていないというのである。確かに、冒頭でも触れたように、多くの高齢者が厳し生活を強いられているのは事実あり、今後ますます高齢化が進んでいくこと 考えれば、 層への公的支援に り多くの支出をあてる必要があるという点に疑問の余地はないだろう。　
さらに、政府によって打ち出さ
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